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Ｂｕｉｌｄ　Ａｐｐ内装　自動化が〝時間価値〟提供
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建材数量・手配サービス　７月中旬にウェブ化

（８）（第三種郵便物認可） ２０２５年（令和７年）６月２５日　（水曜日）【企　画】

壁仕様図を見ながら打ち合わせ「ＢｕｉｌｄＡｐｐ　内装　建材数量・手配サービス」の流れ

　　ＢｕｉｌｄＡｐｐ　内装　建
　　材数量・手配サービスのポイント
　　は

　ゼネコンが生産設計で作成する施工
ＢＩＭモデルをＢｕｉｌｄＡｐｐが受
領し、データ処理することで、内装工
事会社の番頭が実施する建材の数量計
算、揚重、間配り計画などの資料作成
を自動化します。番頭は、一件当たり
の工事の業務時間の３分の１を建材の
数量拾いや計画作成に当てるため、そ
れらの業務をＢｕｉｌｄＡｐｐが代替
することで業務時間をまるまる〝ゼロ
〟にして、労働力が逼迫する現場に最
も必要な「時間価値」を提供するのが
特徴です。
　経験豊富なベテランの番頭は、短時
間で建材の数量を算出し、ロス率を
％以下に抑えることができますが、若
手は数量計算に時間がかかるほか、多
額の費用を要する建材の購入に利用す
る数値を計算するため、精神的な負担
は大きいでしょう。「ＢｕｉｌｄＡｐ
ｐ　内装　建材数量・手配サービス」
は、ベテランと同じロス率％以下の
計算精度を標準化しているため、若手
に安心して作業を任せることができま
す。空いた時間は、施工の安全管理や
段取りの検討、工事につきものの設計
変更への対応など、付加価値の高いも
のづくりの業務にかけることができ、
生産性向上に貢献します。
　ＢｕｉｌｄＡｐｐ　内装　建材数量
・手配サービスは、施工フェーズにＢ
ＩＭ活用を進めたいゼネコンには非常
に導入しやすいサービスだと思いま
す。当社が用意する「ＢＩＭモデルチ
ェック書」の基準を施工ＢＩＭモデル
に反映するだけで、ＢｕｉｌｄＡｐｐ
　内装　建材数量・手配サービスに利

用できます。実際に導入したゼネコン
に伺うと、「思っていたよりもモデル
作成の負荷が小さかった」と安心して
いただきました。最初から施工ＢＩＭ
モデルが基準を満たしていれば、その
まま利用可能です。
　これまでもゼネコンが内装情報を持
つ施工ＢＩＭモデルを作成し、施工図
を出図して内装工事会社に提供するこ
ともありましたが、それではＣＡＤで
描く図面と利用法は変わりません。Ｂ
ＩＭには内装工事に使えるさまざまな
情報があるため、ＢｕｉｌｄＡｐｐを
内装工事におけるさまざまなデータの
〝ハブ〟として利用することで、ＢＩ
Ｍによる生産性向上の効果を引き出す
ことができると思います。

　　ユーザーのメリットは

　プログラムを利用して建材の数量を
正確に算出することで、ゼネコンは余
分な廃材の発生を削減し、環境負荷を
軽減できます。具体的には、Ｂｕｉｌ
ｄＡｐｐ　内装　建材数量・手配サー
ビスが自動生成する揚重計画と間配り
計画を活用することで、各フロアに搬
入する資材の数量と作業手順を適切に
把握できます。そうすることで作業所
内のロジスティクスを効率化し、余分
な建材の発生を防ぐことができます。
　これまでは建材が不足して現場が止
まることのないよう、あらかじめ多め
に搬入していました。最も下のフロア
に搬入し、作業が終了したら残った建
材を上げて上階の工事を進めます。最
上階まで完了すると、余った建材はば
らばらにして廃材にして降ろします。
搬入する数量の精度は番頭の力量によ
るため、廃材の軽減は長年の課題でし
た。ＢｕｉｌｄＡｐｐが代替すること

で業務が標準化され、余分な建材の搬
入を削減します。
　一方、職人の人手不足が深刻化し、
いかに段取りを良くして歩掛かりを改
善し、仕事を楽にできるかが重要です。
そうした観点でＢｕｉｌｄＡｐｐ　内
装　建材数量・手配サービスを導入す
るゼネコンも増えています。ＢＩＭで
生産性向上するにはフロントローディ
ングが重要ですが、工事の最終段階に
ある内装工事の負荷をフロントローデ
ィングすると前工程となるゼネコンの
ＢＩＭモデル準備の負荷が上がりま
す。その負荷をなくすのがＢｕｉｌｄ
Ａｐｐのプログラムです。施工ＢＩＭ
の情報を利用して数量計算や計画作成
を自動で実施するため、ゼネコンの負
荷が増えることがありません。
　自動で作成した成果物をゼネコンと
内装工事会社が違和感なく使えるよ
う、年から３年間にわたり件を超
える現場で実証実験を重ねてきまし
た。機能の開発や検証には、ゼネコン
の生産設計や施工監理、内装工事会社
の番頭や職人、設計事務所の設計、監
理などの経験者が参画し、各現場をヒ
アリングしてさまざまな自動化プログ
ラムの作成を進めています。

　　ウェブサービスにはどのよう
　　な特徴がありますか

　今年２月にリリースしたＢｕｉｌｄ
Ａｐｐ　内装　建材数量・手配サービ
スは今後、ウェブ上でユーザーが主体
的にプロジェクトや成果物を管理し、
さまざまな情報を利用できるようにし
ます。
　利用料はＢｕｉｌｄＡｐｐ　内装　
建材数量・手配サービスの費用に含ま
れるため、追加料金を必要とせず、ユ

ーザーはウェブサイトにアクセスして
さまざまな情報を活用できるようにな
ります。また、スマートフォンやタブ
レット端末で現場を実測し、ウェブサ
ービスにダイレクトに登録する「実測
ツール」も利用できます。随時機能を
拡張しており、番頭がウェブサービス
上で最適な建材を選択する機能も開発
中です。
　特に注力しているのが軽天ボード工
事向けソリューションの開発です。従
来の一般壁に加え、天井と高壁へと工
種を広げていきます。

　　これまでのユーザーの反応は

　延べ床面積３万平方㍍以上の大型施
設を含む複数の現場に導入していただ
いています。導入効果についてゼネコ
ンが協力会社にヒアリングしたとこ
ろ、建材の数量計算の精度向上と廃材
の削減に効果を実感しているそうで
す。ただ全体的に機能が内装工事会社
向けになっているため、もっとゼネコ
ンが利用できる機能や価値を高めて欲
しいという要望もいただきました。今
後充実させていく方針です。
　一方、放射線や電磁波などを扱う病
院や、階ごとに構造が異なる複合施設
などの複雑な建物では、従来のやり方
では建材の数量計算が大変です。その
ような施設の数量計算を自動化するこ
とで、内装工事会社は大幅な時間短縮
効果を得ることができます。内装工事
は職人だけではなく番頭も不足してい
るため、自動化により資料作成の時間
を削減するメリットは極めて大きいと
いえます。
　また、ＢＩＭを活用する上でのポイ
ントは、従来とワークフローが変わる
点です。例えばＢｕｉｌｄＡｐｐ　内
装　建材数量・手配サービスを利用す
る際は、従来の内装工事にはない、
「壁仕様図」という新しい図面を活用
します。これは、ＢＩＭモデルと施工
図（平面詳細図）の整合性を専門工事会
社に確認してもらうための図面です。
なぜかというと内装工事会社が使う平
面詳細図は、必ずしもＢＩＭモデルと
整合しないからです。施工図からＢＩ

Ｍモデルを作成しても、その後も細か
い修正が何度も入ります。そのたびに
モデルを更新するには大変な労力が伴
うため、ＢＩＭをＣＡＤに置き換えて
修正に対応するのが一般化していま
す。施工図はＢＩＭではなくＣＡＤ図
面を正とするため、ＢｕｉｌｄＡｐｐ
で建材数量を計算するには、まずは施
工図として出図される平面詳細図とＢ
ＩＭモデルが整合しているかを確認す
る必要があります。
　そのため、まずはＢＩＭモデルから
出図する壁仕様図により、内装工事会
社が利用する平面詳細図と整合してい
るかを確認する工程が必要です。整合
確認の結果、ＢＩＭモデルに変更が必
要な場合は、内容に応じてＢｕｉｌｄ
Ａｐｐ側でモデルを修正対応いたしま
す。整合性を確認できた壁仕様図に番
号を割り当て、先ほどの実測ツールを
使用して構造躯体の実測高さを入力し
ます。
　ＢＩＭ活用により、従来のワークフ
ローの一部を変えて仕事を進める必要
がありますが、壁仕様図をもとに打ち
合わせし、実測してもらい、現場の実
測値がＢｕｉｌｄＡｐｐ上で反映され
ると、経験の浅い番頭の方でもより精
度の高い建材数量の算出、揚重間配り
計画を作成できます。内装施工前の効
率的・効果的な段取りを〝内装工事会
社の負担が少なく〟実現できるように
なるため、ぜひ一緒に取り組んでいた
だきたいと思います。

　　今後の抱負を教えてください

　そもそもＢＩＭはプロセスを変革す
るものであり、その中から最も良いワ
ークフローに標準化していく意識が重
要です。われわれもＢｕｉｌｄＡｐｐ
を活用したプロセスの変革に挑戦して
おり、壁仕様図の活用はそのための第
一歩といえます。多少の違和感がある
かもしれませんが、それこそが内装工
事にＢＩＭを使用して仕事しているこ
とでもあります。
　現在、出来高管理をＢＩＭ化する機
能の開発を進めています。ＢＩＭによ
り工程や工事費の管理を円滑化するこ
とで、時間価値を高めていきたいと思
います。
　目指すのは、Ｂｕｉｌｄ　Ａｐｐ　内
装　建材数量・手配サービスを活用す
ることで知らないうちにユーザーがＢ
ＩＭを利用し、生産性向上が実現して
いる世界です。壁仕様図はそうした要
素を凝縮させたものといえます。さら
に工種を増やし、設計や維持管理へと
取り組みを広げたいと思います。
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　野原グループが提供するＢＩＭプラットホーム『ＢｕｉｌｄＡｐｐ（ビルド
アップ）』の初弾として、今年２月にリリースされた『ＢｕｉｌｄＡｐｐ　内
装　建材数量・手配サービス』の導入企業が着実に増えている。内装工事初の
本格的なＢＩＭプラットフォームとして、ＢＩＭを活用した建材の数量計算、
間配りや揚重計画書などの作成を自動化し、飛躍的な生産性向上を実現する。
７月中旬にはメインの操作環境をウェブサービス化するとともに、その後も新
機能の開発や対象工種を拡張し、一気通貫のＢＩＭデータの活用を推進する。
野原グループの平野洋行ＢｕｉｌｄＡｐｐサービス開発統括部部長に、導入効
果やウェブサービスを活用した今後の展開を聞いた。


